
2024年2月26日 

（公財）日本国際問題研究所 

 

位公開シンポジウムのご案内 

「2つの開国：幕末～戦後日本の政治と外交」 

 

この度、日本国際問題研究所は、「2つの開国：幕末～戦後日本の政治と外交」と題するシンポジウム

を開催する運びとなりましたのでご案内申し上げます。 

今日の国際秩序において日本外交は岐路に立っています。それは、アメリカ合衆国が秩序を規定する

力の低下を受けてのものです。これに少しでもうまく対処するためには、そもそも等身大のアメリカが

どういうものであり、日本がアメリカにどう対応してきたかについての、歴史的な理解が不可欠です。

また、国際金融が世界秩序を規定する力も縮小しているように見えます。より正確には、多くの国が海

外からの投融資を積極的に求め、また国際金融の基盤となるテクノロジーが著しく発展・普及している

にもかかわらず、国際金融を支える協調の精神は多角的かつ深刻な挑戦に直面しています。日本外交も

難しい舵取りを要求されるなか、国際金融に関する政治史・外交史からの検討が重要となっています。 

日本国際問題研究所では、「国際共同研究支援事業（領土・主権・歴史調査研究支援事業）」の試みの

1つとして、幕末・明治から戦後までの日本の歴史を、これまで蓄積されてきた実証研究に基づき、ど

のようにとらえることができるか議論を重ねてきました。その成果の一端として、19 世紀後半の国際

社会への本格的参入と、20 世紀半ばの国際社会への復帰という、いわば 2 つの開国を視野に入れて、

日米関係と国際金融について討議します。 

本シンポジウムは会場とオンライン（Zoom）での同時配信のハイブリッド方式で開催いたします。

多くの皆様のご参加をお待ちしております。                                                    

 

記 

 

1．日時：2024年3月17日（日）13:00-17:00（日本時間）(受付開始：12:30～) 

 

2．会場：TKPガーデンシティPREMIUM京橋、ホール22A（Zoomの同時配信あり） 

     住所：〒104-0031東京都中央区京橋2丁目2-1 京橋エドグラン 22階 

 

3．登壇者 

第一セッション「世界の中の日米関係」 

モデレーター兼コメンテーター： 佐々木 雄一（明治学院大学法学部准教授） 

スピーカー：福岡 万里子（国立歴史民俗博物館研究部准教授） 

「幕末の不平等条約再考―近世的日蘭関係と米国の参入」 

玉置 敦彦（中央大学法学部准教授） 

「アメリカの東アジア戦略と日本外交」 

 

第二セッション「日本政治と国際金融」 

モデレーター兼コメンテーター：稲吉 晃（新潟大学人文社会科学系経済科学部教授） 

スピーカー：前田 亮介（北海道大学大学院法学研究科准教授） 

「戦前大陸政策と国際金融資本」 

伏見 岳人（東北大学大学院法学研究科教授） 

「戦後開発政治と世界銀行融資」 



 

総合コメント 

五百旗頭 薫（東京大学大学院法学政治学研究科教授） 

 

4．言語：日本語のみ 

 

5．参加費：無料 

 

6．申し込み登録：参加をご希望の方は下記URLまたはQRコードからご登録ください。 

https://event.event-planner.net/#/bundlesite/dpp5aa3h 

                    

7．お問い合せ先： 

日本国際問題研究所シンポジウム事務局 

研究員：赤川 尚平、玉水 玲央  / 研究助手：関 礼子 

 TEL：03-3503-7794 / FAX：03-3503-7411 /E-mail：240317sympo@jiia.or.jp

 

以 上 

 

 


